
アンケート調査結果 

はじめに 
 東京海洋大学では、水圏環境教育推進リーダーの養成を目的とした水圏環境 
 リテラシー教育と小学生等を対象とした水圏環境教育や啓発活動を行っています。 
 水圏環境教育とは、海や川などの水圏環境における教育活動を示します。 
 水圏環境リテラシーを高めるには、水圏環境教育が必要不可欠です。 
  

水圏環境学習会のプログラム作成 
ラーニングサイクル理論を基にプログラムを 
作成しました。 
群馬県と海とのつながりを川を通して 
再発見してもらえるよう、身近な生きものや 
食べ物を題材にしたプログラムとなっています。 

出典：群馬県庁ホームページ 

水圏環境学習会 
「この川は どこへ行く？～群馬県と海～」 

平成21年7月19・20日の2日間、群馬県利根沼田地域在住の小学生（８名）を対象に開かれた学習会は、 
東京海洋大学水圏環境教育学研究室（２名）と群馬県立尾瀬高等学校（５名）との高大連携により、 
学生が主体となって実施しました。 
高大連携を取入れたのは、日本における環境教育には生活や地域を視野に入れたものが求められており、 
近い将来の地域や地域の自然環境を担う高校生たちとの協力が重要であると感じたためです。 
開催地は、群馬県立尾瀬高等学校と群馬県沼田市に位置する吹割渓谷周辺です。 

おわりに 
今回の水圏環境学習会の開催とアンケート調査から、児童や保護者の水圏環境教育の欠如等が示唆されました。 
しかし、参加児童においては、それらに改善された点も見受けられ、学習会は有効であったと考えられます。 
今後も群馬県での水圏環境教育を発展させるため、より良いプログラムづくりを検討していきたいと思います。 
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水圏環境学習会後の水圏環境への興味・関心・意欲 

学習会前 学習会後 

児童の水圏環境リテラシーの高まりにおける母親の役割 

上：児童 下：保護者 保護者 

 

導 入 
「お魚かるた」 

 

探 究 
「りんごと海」 

概念の確信 
「今日は何の日 知らないの？」 応 用 

「この川は どこへ行く？」 

ふりかえり 
絵本「マスオくんの大冒険」  ラーニングサイクル理論 

吹割の滝 

出典：沼田市ホームページ 

群馬県 

チーム対抗かるた大会で、 
楽しみながら水圏環境への興味をもたせます。 

レトロな絵柄のかるたです。 

リンゴを地球に見立て、 
陸地と海の割合や、 

海の生産性と 
保護の大切さを考えます。 

水の循環の中での群馬県の役割を 
クイズ形式で楽しく解いていきます。 

水圏環境が豊かな群馬県には多くのダムがあり、 
それらが支えている人々の生活や 

水が有限な資源であることを理解します。 

高校生スタッフのガイドの下、 
吹割渓谷でフィールドワークを行います。 

水の流れを体感し、 
水圏環境を取りまく環境全体を理解します。 

高校生スタッフが演じる紙芝居で、 
サケ・マス類の回遊の謎と、 
川と海のつながりを学びます。 

吹割渓谷にある 
「鱒飛の滝」の謂れや 
渓谷に伝わる昔話 

「竜宮の椀」の登場人物が出演し
ます。 

 


